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１ まえがき  

本研究では GoogleNet で用いられるイン

セプション構造をLenetのネットワークをベ

ースにして導入した、ネットワークと Lenet

のネットワークを比較した。比較する理由と

して、インセプション構造を導入するとその

ネットワークが学習やテストにどのような影

響を及ばしているのかを理解するため本実験

で比較する。 

  

２ 研究環境 

インセプション構造を導入するのにあたり

ネットワークの編集が必要となるため、Caffe

を使用して実験を行った。 

使用環境としては、OSはubuntu16.04LTS

を用いた。また学習時に使うデータとしては

mnistの 0~9のサイズ 28×28,一次元(グレー

スケール)のバイナリ化された数字画像を用

いる。データの量としては 70,000 枚のデー

タを 60,000枚と 10,000枚に分けてあるデー

タを使用した。 

 

 

 

3  実験方法 

実験方法としては lenet のネットワーク

(Fig.1)とインセプション構造を用いたネッ

トワーク(Fig.2)で 60,000 枚を学習に用い、

10,000 枚をテスト用に用いた。 

学習は 60,000 枚の学習用データから 64 枚

をランダムに選んで、その画像をから学習し

それを 10000 回繰り返す。10,000 回学習が終

了した際の学習時の損失を 10 回繰り返しそ

の平均を比較する。 

次に学習したものの精度を確認するために、

60,000万枚の画像と別の10,000枚の画像を用

いて確認した。10,000 枚の画像から 100 枚を

ランダムに選んでテストし、それを 10,000 回

繰り返した。10,000 回の試行が終わった際の、

テスト時の精度と損失を、10 回繰り返しその

平均を比較した。 

同様に 10,000 枚を学習に用い、60,000 枚を

テストに用いた際でも行った。 

 
Fig.1 Network of LeNet 

 

Fig.2 Network using Inception 
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４ 実験結果 

Fig.1Network of LeNet のネットワークと

Fig.2 Network using Inception でのネット

ワークのそれぞれの 60000 枚の画像で学習

し 10000 枚でテストした際の学習時の損失

は Fig.3、テスト時の精度と損失は Fig.4 とな

った。 

また 10000 枚の画像で学習し、60000 枚の

画像でテストした際の学習時の損失、テスト

の精度と損失は、Fig.5、Fig.6、にあらわし

た。 

 

 

Fig.3 60k_training_loss 

 

 

Fig.4 60k_test_accuracy,test_loss 

 

 
Fig.5  10k_training_loss 

 
Fig.6  10k_test_accuracy,test_loss 
 

５ まとめ 

今回の実験より 60,000 枚学習に使用し、

10,000 枚をテスト用に使用した際、Fig.1 のネ

ットワークと Fig.2 のネットワークは

test_accuracyと trainint_loss はほぼ同じ値とな

り、test_loss は Fig.2 のネットワークの方が高

い値となった。 

また 10,000 枚を学習に使用し、60,000 枚を

テスト用に使用した場合は、Fig.2 のネットワ

ークの方が若干 test_accuracy の方が高く、

test_loss、training_loss は Fig.2 のネットワーク

の方が低い結果となった。 

この結果から今回の実験ではインセプショ

ン構造を用いたネットワークでは学習に用い

た画像が少なかった方が LeNet のネットワー

クより精度の高いネットワークになったと考

えられる。 

しかしこの結果になった他の要因として

10,000回の学習した際たまたま良い結果になる

データセットだったと可能性がある。今後の研

究では学習用のデータとテスト用のデータを変

えて同様の結果になるかを確認する必要性があ

る。 

また今回使用したインセプション構造の並列

部分の出力の数がそれぞれ同じ値となっている。

インセプション構造を用いる際は並列部分の各

出力部は違うものをGoogLeNetでは使用されて

いる。このため違う出力でも同様の結果になる

のかも検証する必要性があると考えられる。 
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